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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスぶた（４）によって閉じられるケース（３、３'）内に、エネルギー源（１５）
によって動力を与えられる計時回路および／または腕時計ムーブメント（１７）と、時刻
がディジタルおよび／またはアナログの形で表示される文字盤（８）と、ダイアリ・デー
タを表示する少なくとも１つの液晶ディスプレイ（５、６）と、所定の数のセンサ（Ｃ１
からＣ７まで）であって、各センサの１つの接触感知パッドがガラスぶた（４）の内面ま
たは外面に配置され、各センサが、ガラスぶた上でアクティブにされるセンサの感知パッ
ドの決められたゾーン内に置かれるユーザの指（２０）によって活動化されることができ
る、所定の数のセンサ（Ｃ１からＣ７まで）と、マイクロプロセッサ・ユニット（１４）
であって、ユニットに接続されたセンサ（Ｃ１からＣ７まで）によって、異なるメニュー
または保管されたデータを調べるため、またはデータおよび／またはパラメータの入力、
修正、または削除を行うために、ダイアリ機能オペレーションを管理するようにプログラ
ムされたマイクロプロセッサ・ユニット（１４）とを含む電子ダイアリ・ウォッチ（１）
内で機能を実行する制御方法であって、方法が、第１ダイアリ機能調査モードで
　それぞれがこの第１モードの同一の機能を実行することができるセンサのグループ（Ｃ
４からＣ７まで）の少なくとも１つのセンサ（Ｃ４、Ｃ５）をアクティブにすることによ
って、昇順または降順で液晶ディスプレイ（５、６）にダイアリ機能メニューの異なるメ
ニューまたはパラメータまたはデータまたはデータの記録を表示するステップと
　前記所定の数のセンサの１つである確認センサ（Ｃ１）をアクティブにすることによっ
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て、調べられるメニューの複数のタイプの中からタイプのメニューまたはデータの記録を
選択するステップとの第１の一連のステップを含み、かつ
　第２のデータおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除モードで、
　選択されたメニューの所望の位置で第２モードに入るために、決められた時間の間また
は決められた圧力を加えることによって確認センサ（Ｃ１）をアクティブにするステップ
と、
　それぞれがこの第２モードで特定の決定された機能の実行を制御するいくつかのセンサ
（Ｃ２からＣ７まで）をアクティブにすることによって、データおよび／またはパラメー
タを入力、修正、または削除するステップと、
　確認センサ（Ｃ１）に対するアクションによって、入力、修正、または削除されたパラ
メータおよび／またはデータを有効にするステップと
の第２の一連のステップを含むことを特徴とする制御方法。
【請求項２】
　ダイアリ機能に関する方法の第１および第２の一連のステップを実行するために、３個
と１０個との間から選択され、所定の数のセンサが使用されることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　第１の一連のステップ中に、第１グループの少なくとも１つのセンサ（Ｃ４、Ｃ５）を
アクティブにすることによって、異なるメニューまたはデータまたはデータの記録を昇順
で表示し、第２グループの少なくとも１つのセンサ（Ｃ６、Ｃ７）をアクティブにするこ
とによって、異なるメニューまたはデータまたはデータの記録を降順で表示するために、
それぞれがセンサの対から形成されるセンサの２つのグループが使用されることを特徴と
する請求項１および２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　第１の一連のステップのメニューまたはデータの記録選択ステップの後に、選択された
メニューの保管された記録のデータ・フィールドが、第１グループのセンサの少なくとも
１つのセンサ（Ｃ４）をアクティブにすることによって、昇順または降順で調べられ、
　第１および第２の一連のステップでメニューを選択するかデータまたはパラメータを有
効にするために、感知パッド（Ｃ１）がガラスぶた（４）の中央に配置されている確認セ
ンサが使用され、メニューまたはデータまたはデータの記録の調査あるいは方法の第１お
よび第２の一連のステップのデータおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除
に使用される他のセンサの感知パッド（Ｃ２からＣ７まで）が、単一のセンサが隣接する
センサに影響せずにユーザの指（２０）によってアクティブにされることができるように
、また、１つまたは２つの液晶ディスプレイ（５、６）に表示されるメニューまたはデー
タが、センサがアクティブにされる時に可視になるように、ガラスぶた（４）の周辺で確
認センサの感知パッド（Ｃ１）の回りに互いに十分に分離されて分散され、
　メモ・メニュー、住所メニュー、ダイアリ・メニュー、送信メニュー、または設定メニ
ューの中からメニューを選択することによって、昇順または降順で選択されたメニューの
異なる記録フィールドを調べるための第１および第２のグループのセンサ（Ｃ４からＣ７
まで）と異なる第２および第３のセンサ（Ｃ２、Ｃ３）が使用されることを特徴とする請
求項１ないし３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　第２の一連のステップで、メモ・メニュー、住所メニュー、またはダイアリ・メニュー
の間から選択される選択されたメニュー記録のデータ・フィールドは、
　アナログ時計の３時および９時の表示の上に配置されるセンサの１つをアクティブにす
ることによって、昇順または降順で複数の組から文字の組を選択するステップと、
　ガラスぶたの周辺でアナログ時計の６時および１２時を示す位置に配置されたセンサの
１つをアクティブにすることによって、昇順または降順で、編集されるフィールドのスペ
ースを完成するために、選択された文字の組に応じて英数文字、数字、記号、またはアク
セントを通過するステップと、
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　アナログ時計の３時および９時の表示の下に配置されるセンサの１つをアクティブにす
ることによって、編集されるフィールドをある方向にまたは他の方向に、検索、修正、ま
たは削除される文字のスペースを決めるカーソルを移動させるステップと、
　上のステップを繰り返し、確認センサ（Ｃ１）をアクティブにすることによって、保管
される編集されたフィールドを有効にするステップとによって編集されるものであり、
　また、データ・フィールド編集モードで文字の選択された組での文字検索ステップで、
昇順または降順で文字をスクロールする速度が、アナログ時計の６時および１２時を示す
位置に配置されたセンサの１つのアクティブ化の持続時間に依存し、決められたアクティ
ブ化持続時間未満で、文字が第１の低い速度でスクロールし、決められたアクティブ化持
続時間超で、文字が第２の高い速度でスクロールすることを特徴とする請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　スタンバイ・モードに置かれている時に、第１の一連のステップを開始する前に、スイ
ッチオン手段（９）がアクティブにされて腕時計ダイアリ機能がオンに切り替えられ、セ
ンサおよび液晶ディスプレイが、ダイアリ機能のインアクティブの期間の前か後のいずれ
かに、動作状態とされ、また、
　２つの液晶ディスプレイを有するダイアリ・ウォッチにおいて、第１および第２の一連
のステップで、液晶ディスプレイ（５、６）の少なくとも１つの少なくとも１つのポイン
タ（１２）が、進行中の機能またはオペレーションを示すために、文字盤（８）上で各液
晶ディスプレイ（５、６）の周囲の決められた位置に配置されたアイコンのグループの少
なくとも１つのアイコンを指定するように見えることを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　アナログの形で時刻を表示するために腕時計ムーブメントによって駆動される２つの針
を有するダイアリ・ウォッチのダイアリ機能がスイッチオン手段（９）によってオンに切
り替えられる瞬間に、時刻を示す針が、１つまたは２つの液晶ディスプレイ（５、６）に
表示されるデータを隠さないようにし、かつ／またはセンサのオペレーションを妨げない
ように、決められた位置に移動させられることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ・ステーションおよび／または別の電子腕時計との通信のための短距離の
高周波信号受信および／または送信手段（２、１８）を有するダイアリ・ウォッチにおい
て、コンピュータ・ステーションおよび／または他の腕時計との間の接続が確立された時
に、第１の一連のステップで確認センサによって送信メニューが選択されると、編集され
たおよび／または保管されたフィールドのすべてが、受信および／または送信手段によっ
て送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ガラスぶた（４）によって閉じられるケース（３、３'）内に、エネルギー源（１５）
によって動力を与えられる計時回路および／または腕時計ムーブメント（１７）と、時刻
がディジタルおよび／またはアナログの形で表示される文字盤（８）と、ダイアリ・デー
タを１つまたは複数の行に表示する少なくとも１つの液晶ディスプレイ（５、６）と、所
定の数のセンサ（Ｃ１からＣ７まで）であって、各センサの１つの接触感知パッドが、ガ
ラスぶた（４）の内面または外面に配置され、各センサが、ガラスぶた上でアクティブに
されるセンサの感知パッドの決められたゾーン内に置かれるユーザの指（２０）によって
活動化されることができる、所定の数のセンサ（Ｃ１からＣ７まで）と、マイクロプロセ
ッサ・ユニット（１４）であって、そのユニットに接続されたセンサ（Ｃ１からＣ７まで
）によって、異なるメニューまたは保管されたデータを調べるため、またはデータおよび
／またはパラメータの入力、修正、または削除を行うために、ダイアリ機能オペレーショ
ンを管理するようにプログラムされたマイクロプロセッサ・ユニット（１４）とを含む電
子ダイアリ・ウォッチ内で機能を実行する制御方法であって、方法が、データおよび／ま
たはパラメータの入力モード、修正モード、または削除モードで、
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　選択されたメニューの所望に位置でデータおよび／またはパラメータの入力、修正、ま
たは削除のモードに入るために、決められた時間の間または決められた圧力を加えること
によって前記所定の数のセンサの１つである確認センサ（Ｃ１）をアクティブにするステ
ップと、
　それぞれがこのモードで特定の決定された機能の実行を制御する前記確認センサ（Ｃ１
）以外の前記所定の数のセンサであるいくつかのセンサ（Ｃ２からＣ７まで）をアクティ
ブにすることによって、データおよび／またはパラメータを入力、修正、または削除する
ステップと、
　確認センサ（Ｃ１）に対するアクションによって、入力、修正、または削除されたパラ
メータおよび／またはデータを有効にするステップと
の第１の一連のステップを含む制御方法。
【請求項１０】
　スタンバイ・モードに置かれている時に、ダイアリ機能のインアクティブの期間の前お
よび／または後に、スイッチオン手段（９）がアクティブにされ、センサおよび１つまた
は２つの液晶ディスプレイがダイアリ機能をオンに切り替えられるステップと、
　調査モードで、それぞれがこの調査モードで同一の機能を実行することができるセンサ
のグループ（Ｃ４からＣ７まで）の少なくとも１つのセンサ（Ｃ４、Ｃ５）をアクティブ
にすることによって、昇順または降順で少なくとも１つの液晶ディスプレイ（５、６）に
ダイアリ機能の異なるメニューまたはデータまたはデータの記録を表示するステップと、
　確認センサ（Ｃ１）をアクティブにすることによって、調べられるメニューの複数のタ
イプの中からタイプのメニューまたはデータの記録を選択するステップと、
　センサのグループの少なくとも１つのセンサ（Ｃ４）をアクティブにすることによって
、昇順または降順で選択されたメニュー・記録の保管されたデータ・フィールドを調べる
ステップと
の一連の予備ステップを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　メニューまたはデータまたはデータの記録の調査およびデータおよび／またはパラメー
タの入力、修正、または削除のためにセンサをアクティブにするのを容易にするために、
各センサ感知パッドの位置および／または各センサの機能を示すために、腕時計ガラスぶ
た（４）の内面に配置されるマーク（１１）が使用されることを特徴とする請求項１およ
び９のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ダイアリ・ウォッチの機能を実行する制御方法に関する。この方法を介して、
具体的には、異なるダイアリ機能メニューの調査および選択と、保管されたまたは編集さ
れたデータまたは設定パラメータの表示に関する制御を実行することが可能になる。
【０００２】
【従来の技術】
これを行うために、電子ダイアリ・ウォッチが、この方法を実施するのに使用される。こ
の腕時計には、ガラスぶたによって閉じられるケース内に、エネルギー源によって動力を
与えられる計時回路および／または腕時計ムーブメントと、ディジタルおよび／またはア
ナログの形で時刻が表示される文字盤と、ダイアリ・データを表示する少なくとも１つの
液晶ディスプレイが含まれる。センサ接触感知パッドが、この方法の複数のオペレーショ
ンを制御するために、腕時計のガラスぶたの内面または外面に配置される。これらのセン
サは、それぞれ、アクティブにされるセンサの感知パッドの近くのガラスぶたに置かれた
ユーザの指によってアクティブにすることができる。腕時計のマイクロプロセッサ・ユニ
ットが、ダイアリ機能オペレーションを管理するようにプログラムされている。このユニ
ットに、時間基準に接続されるあるモジュールも含めることができる。したがって、ユニ
ットに接続されたセンサによって、異なるメニューまたは保管されたデータの調査、また
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は、データおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除が可能である。
【０００３】
この腕時計の機能の実行は、たとえばデータまたはパラメータの入力、特にメモ、住所録
の住所の構成、ダイアリ・ミーティング、または日時の設定に関係する。さらに、この腕
時計の機能の実行は、保管されたデータの修正または削除の機能、さまざまなメニューま
たは保管されたデータを調べる機能、プログラムされるタイム・スロットの機能、アラー
ム機能、または無線データ伝送の機能にも関係することができる。
【０００４】
スイス国特許第６３５９７５号では接触感知センサによって腕時計にデータを入力する方
法が、特許に開示されている。この文書では、腕時計機能およびダイアリ機能に関する制
御手段が、腕時計の中央部に配置された押しボタンと、容量型の接触感知センサによって
ガラスぶた上に形成される３つだけのキーを含むキーボードからなる。この３つのキーは
、まず第１に、保管された日付およびメッセージの読取、データおよびメッセージの保管
または訂正、および時刻表示の訂正に関する機能を選択することができる。
【０００５】
機能を選択した後に、その機能を使用できるようになるために、３つのキーおよび押しボ
タンに対する複雑な操作を行わなければならず、これが短所である。たとえば、保管モー
ドでは、１０文字未満を含まなければならないメッセージを書くためのアルファベットの
文字の選択は、文字のグループ内の連続的選択によって達成される。これは、接触センサ
の３回の操作と、最後の、押しボタンの押下げの適用ならびにアルファベットの文字の配
置のよい記憶を必要とする。したがって、少ない数の接触センサを有するキーボードの設
計が、美的外見に関する長所を有すると思われる。しかし、これは、そのようなダイアリ
・ウォッチの使用を非常に複雑なものにすると同時に、比較的限られた可能性だけを提供
するという短所を有する。たとえば、大文字または小文字など、２７個を超える文字を有
することができるようになるために、少なくとも１つの追加操作を行わなければならない
。
【０００６】
テキストまたはメッセージの構成中に、押しボタンも使用しなければならず、これによっ
て、腕時計機能とダイアリ機能の操作が複雑になることにも留意されたい。この少ない数
のセンサおよび押しボタンを用いて、そのようなダイアリ・ウォッチに含まれるはずの異
なるメニューの異なる記録のための大量のデータを簡単に入力することは、不可能である
。
【０００７】
【特許文献１】
スイス国特許第６３５９７５号
【特許文献２】
欧州特許ＥＲ－０８３８７３７
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の主目的は、したがって、異なるメニューまたはメニュー・データの調査と、デー
タおよび／またはパラメータの入力、修正または削除などのダイアリ・ウォッチの機能を
容易に実行できる制御方法を提案することによって、従来技術の短所を克服することであ
る。腕時計ガラスぶた上のセンサの位置は、ダイアリ機能データをすばやく直観的に読み
取るか入力できるようにするものでなければならない。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
したがって、本発明は、前に記載の電子ダイアリ・ウォッチの機能を実行する制御方法で
あって、第１ダイアリ機能調査モードで、制御方法が、
それぞれがこの第１モードの同一の機能を実行することができるセンサのグループの少な
くとも１つのセンサをアクティブにすることによって、昇順または降順で液晶ディスプレ
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イにダイアリ機能メニューの異なるメニューまたはパラメータまたはデータまたはデータ
の記録を表示するステップと、
確認センサをアクティブにすることによって、調べられるメニューの複数のタイプの中か
らタイプのメニューまたはデータの記録を選択するステップと
の第１の一連のステップを含み、かつ、
本方法が、第２のデータおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除のモードで
、
選択されたメニューの所望の位置で第２モードに入るために、決められた時間の間または
決められた圧力を加えることによって確認センサをアクティブにするステップと、
それぞれがこの第２モードで特定の決定された機能の実行を制御するいくつかのセンサを
アクティブにすることによって、データおよび／またはパラメータを入力、修正、または
削除するステップと、
確認センサに対するアクションによって、入力、修正、または削除されたパラメータおよ
び／またはデータを有効にするステップと
の第２の一連のステップを含むことを特徴とする制御方法に関する。
【００１０】
また、本発明は、電子ダイアリ・ウォッチで機能を実行する制御方法であって、ダイアリ
機能データおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除のモードで、
決定されたメニューの所望の位置でデータおよび／またはパラメータの入力、修正、また
は削除のモードに入るために、決められた時間の間または決められた圧力を加えることに
よって確認センサをアクティブにするステップと、
それぞれがこのモードで特定の決定された機能の実行を制御するいくつかのセンサをアク
ティブにすることによって、データおよび／またはパラメータを入力、修正、または削除
するステップと、
確認センサに対するアクションによって、入力、修正、または削除されたパラメータおよ
び／またはデータを有効にするステップと
の一連のステップを含むことを特徴とする制御方法にも関する。
【００１１】
本発明による機能を実行する制御方法の長所の１つは、少ない数のセンサを使用してデー
タ調査モードまたはデータ入力モードをすばやく直観的に制御できることである。このセ
ンサの数は、たとえば１０個未満、好ましくは７個である。センサの透明の感知パッドは
、時計のガラスぶたの内面または外面に配置され、これは、時計の美的外見に悪影響しな
いという長所を有する。
【００１２】
ユーザが簡単かつ直観的に機能の実行を制御できるようにするために、感知パッドは互い
に十分な距離でガラスぶたに分散される。したがって、他の隣接するセンサに影響せずに
、単一のセンサの感知パッドに指を置くことができる。円形の感知パッドを各電極の直径
以上の距離だけ分離することができる。
【００１３】
アナログ時計に７つのセンサが含まれ、このセンサのうちの１つが、ガラスぶたの中心に
ある場合に、２つのセンサを周辺で３時の表示の付近に位置決めすることが好ましい。２
つの他のセンサを周辺で９時の表示の付近に位置決めすることが好ましい。最後に、２つ
の他のセンサを周辺でそれぞれ６時と１２時の表示に配置することができる。したがって
、ガラスぶたの周辺に配置された感知パッドの、ユーザの指によるアクティブ化中に、液
晶ディスプレイに表示されるすべてのデータを表示することができる。
【００１４】
メニュー調査モード、データ調査モード、またはメニュー・データの記録調査モードでは
、３時および９時の表示の付近に配置されたセンサが、昇順または降順でデータ内を移動
するのに使用される。３時の表示の付近のセンサの１つをアクティブにすることによって
、メニューまたはデータが、液晶ディスプレイ上で昇順でスクロールする。９時の表示の
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付近のセンサの１つをアクティブにすることによって、メニューまたはデータが、液晶デ
ィスプレイ上で降順でスクロールする。したがって、この調査モードで選択されたメニュ
ーのすべてのメニューまたはデータを表示するために、２グループのセンサだけがアクテ
ィブになる。メニューの選択は、ガラスぶたの中央に配置されたセンサをアクティブにす
ることによって、簡単に達成される。
【００１５】
本発明による制御方法のもう１つの長所は、データ入力モード、データ修正モード、また
はデータ削除モードに入るために、ガラスぶたの中央に配置された確認センサを、選択さ
れたメニューの所望の位置で、決められた時間の間または決められた圧力を加えることに
よってアクティブにすることである。このデータ入力モード、データ修正モード、または
データ削除モードでは、ガラスぶたの中央にある確認センサの回りの６つのセンサが、そ
れぞれ、特定の機能を実行するように構成される。たとえば、３時および９時の表示の上
のセンサを用いると、文字の組（大文字、小文字、数字、記号、またはアクセント）をあ
る方向または逆方向で選択できるようになる。３時および９時の表示の下に配置されたセ
ンサを用いると、編集または修正されたテキスト内でカーソルをある方向または逆方向に
移動できるようになる。最後に、６時および１２時の表示に配置されたセンサを用いると
、選択された組の文字を昇順または降順でスクロールできるようになる。
【００１６】
この編集モードでの、本発明による方法のもう１つの長所は、液晶ディスプレイの１つに
連続的に表示される文字をスクロールする速度を、６時および１２時の表示に配置される
センサの持続時間またはアクティブ化圧力の関数として適応させることができることであ
る。
【００１７】
さらに、ガラスぶたの内面にマークを設けて、各透明な感知センサ・パッドの位置をユー
ザに示し、各センサの特定の機能を表すことができる。センサは、容量型または抵抗型と
することができる。
【００１８】
ダイアリ・ウォッチ制御方法を用いると、たとえば、メモの記録フィールド、住所録の住
所、ダイアリを完成することが可能になる。フィールドには、たとえば、６３個までの英
数字文字を含めることができ、記録には、複数のフィールドを含めることができる。その
結果、使用可能な７つのセンサを用いて、記録のタイプごとに保管されるかなりの量のフ
ィールドを導入することが簡単になる。マイクロプロセッサ・ユニットのメモリに、たと
えば平均１２文字の完成したフィールドを伴う、１９２０個のメモの記録、２１００個の
ダイアリの記録、または３３３個の住所の記録を保管することができる。
【００１９】
センサの偶発的なアクティブ化を避けるために、ケースの中央部分に、センサおよびダイ
アリ機能の液晶ディスプレイのアクティブ化を可能にする押しボタンが含まれることが好
ましい。センサおよび液晶ディスプレイは、ダイアリ機能が所望されないか使用されてい
ない時のエネルギー消費を減らすために、当初および／またはインアクティブの期間の後
に、スタンバイ・モードにされる。押しボタンは、ダイアリ機能を再初期化するのにも使
用することができる。
【００２０】
電子ダイアリ・ウォッチで機能を実行する制御方法の目的、長所、および特徴は、図面に
関する以下の説明で明らかになる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
図１および図２に示された例では、本発明の対象を形成する方法を実施するダイアリ・ウ
ォッチ１は、バンド１０を有し、アナログ時刻表示を有するタイプである。ダイアリ・ウ
ォッチ１には、既知の形で、それと一体化されたベゼルを有する中央部分３と背面カバー
３’によって区切られるケース、マトリックス型の２つの液晶ディスプレイ５および６を
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有する文字盤８、時刻を示す針７、押しボタン９、およびケースを閉じるガラスぶた４が
含まれる。ガラスぶたは、スクラッチプルーフ・サファイア・ガラスとすることができる
。ケースには、文字盤８の下に、時針および分針７を駆動する、電池または蓄電池などの
エネルギー源１５によって動力を与えられる電子時計ムーブメント１７が含まれる。エネ
ルギー源は、たとえばスイス国のＲＥＮＡＴＡ　ＡＧ社が販売するＲＥＮＡＴＡ　３５０
電池などの２つの１．５５ボルト酸化銀電池から形成することができる。
【００２２】
２つの液晶ディスプレイ５および６は、針を担持する軸の両側に配置される等しい寸法の
ものであることが好ましい。これらのディスプレイ５および６は、たとえば、文字盤８の
背面に固定され、文字盤８の２つの開口部に現れる。２つのディスプレイは、主に、バン
ド１０の長さに垂直の方向に、調べられる異なるメニュー、編集され、保管されるデータ
を表示するために、ダイアリ機能のために使用される。
【００２３】
ダイアリ・ウォッチ１には、さらに、文字盤８の下に、腕時計ムーブメント１７を支持す
るプリント回路基板１６が含まれる。２つのディスプレイ・ドライブ・デバイス５’およ
び６’が、この基板に取り付けられ、それぞれ、導電性パスの柔軟なストリップ５”およ
び６”によって各ディスプレイ５および６に接続され、ダイアリ機能を管理するようにプ
ログラムされたマイクロプロセッサ・ユニット１４に接続される。図２に示された実施形
態では、電池１５または蓄電池の正極が、プリント回路基板１６の正供給端子に接続され
、電池１５の負極ＧＮＤが、金属ケースの背面カバー３’に接続される。しかし、電池の
負極を基板１６の供給端子に結合し、正極をケースの背面カバー３’に接続することを考
えることができる。
【００２４】
図３から８に関して詳細に説明するダイアリ機能のさまざまな操作のために、ダイアリ・
ウォッチ１に、好ましくは容量型の、所定の数のセンサＣ１からＣ７が含まれる。非常に
薄い透明導電層であるセンサの感知パッドは、ガラスぶた４の内面上に配置される。セン
サの感知パッドは、ガラスぶたの内面上の図示されていない透明導体ワイヤおよびコネク
タ１９を介してマイクロプロセッサ・ユニット１４に接続される。感知パッドの数は、ダ
イアリ機能制御については７つであることが好ましい。
【００２５】
接触感知パッドは、図１では、破線の円によって表されている。円形の感知パッドＣ１か
らＣ７のすべてを、各パッドの直径以上の距離によって分離することができる。したがっ
て、ユーザの指２０を、他の隣接するセンサに影響せずに、ガラスぶた４上で、アクティ
ブにされる単一のセンサの感知パッドの決められたゾーン内に置くことができる。さらに
、マーク１１を、ガラスぶた４の内面に置いて、各感知パッドの位置ならびに各センサＣ
１からＣ７の機能を示すことができる。
【００２６】
センサの１つの感知パッドＣ１が、ガラスぶた４の中央に置かれる。この確認センサＣ１
は、具体的には、ディスプレイ５および６に表示される、さまざまなメニューまたは選択
されたメニューのさまざまなデータの記録を選択するのに使用される。さらに、この確認
センサは、さまざまなダイアリ機能記録の編集モードでデータの入力を有効にするのに使
用される。ユーザの指が、決められた時間の間、たとえば２秒を超えて、このセンサＣ１
をアクティブにする時に、データおよび／またはパラメータの入力、修正、または削除の
モードが、選択されたメニューの望みの位置で動作状態となる。マイクロプロセッサ・ユ
ニット１４にプログラムされた決定された閾値を超える圧力を加えることによってセンサ
Ｃ１をアクティブにすることによってこのモードに入るようにすることもできる。
【００２７】
選択されたメニューの望みの位置は、たとえば、データおよび／またはパラメータに関す
る、あるいは選択されたメニューの第１レベルに置かれた異なるタイプ（メモ、住所、ダ
イアリ）の記録または選択されたメニューの他のデータに関するものとすることができる
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。
【００２８】
２つの第２センサＣ２およびＣ３は、感知パッドをガラスぶたの周辺でそれぞれ１２時お
よび６時に配置される。これらのセンサＣ２およびＣ３は、編集モードで、英数字文字、
記号、句読点、またはアクセントを昇順または降順でスクロールするのに使用される。指
をセンサＣ２またはＣ３の一方または他方に置いたままにすることによって、望みの文字
をすばやく見つけるために、文字をある方向または他の方向に高速にスクロールすること
ができる。代替実施形態では、センサＣ２またはＣ３の一方または他方への圧力のより強
い印加によって、スクロール速度を増やすことができる。
【００２９】
文字の選択された組の文字のスクロール速度の管理は、マイクロプロセッサ・ユニット１
４によって実行することができる。説明を単純にするために、センサＣ２またはセンサＣ
３のアクティブ化の持続時間を、決定された閾値未満の時に第１の低い速度とすることが
できる。第２の高い文字スクロール速度は、センサＣ２またはセンサＣ３のアクティブ化
の持続時間が決定された閾値を超える場合にアクティブになる。
【００３０】
たとえば、所望の文字を有効にするために、センサＣ１を、ユーザの指によってアクティ
ブにすることができる。ダイアリ・メニューが選択されている場合に、センサＣ２および
Ｃ３は、カレンダの月を昇順または降順でスクロールするのに使用される。住所メニュー
が選択されている場合に、これらのセンサは、センサＣ２を用いて昇順で、またはセンサ
Ｃ３を用いて降順で、アルファベットの各文字の下のファースト・ネームをスクロールす
るのに使用される。
【００３１】
メニューが、ダイアリ機能から選択される（メモ、住所、ダイアリ、送信、設定）時に、
第２センサＣ２およびＣ３が制御を行わないことに留意されたい。
【００３２】
２つの第３センサＣ４およびＣ５は、感知パッドをガラスぶたの周辺で３時の表示の付近
に配置される。最後に、２つの第４センサＣ６およびＣ７は、感知パッドをガラスぶたの
周辺で９時の表示の付近に配置される。センサＣ４およびＣ５は、決定された昇順でディ
スプレイ５および６にさまざまなメニューを連続して表示するのに使用され、センサＣ６
およびＣ７は、決定された降順でメニューを表示するのに使用される。センサＣ１を押す
ことによって、所望のメニューが選択され、センサＣ４からＣ７を、データおよび／また
はパラメータ、あるいは選択されたメニューのデータの記録を調べるためにアクティブに
することができる。ダイアリ・メニューが選択されている場合には、センサＣ４からＣ７
を使用して、センサＣ４およびＣ５を用いて昇順で、またはセンサＣ６およびＣ７を用い
て降順で、カレンダの月の日をスクロールする。住所メニューが選択されている場合には
、センサＣ４からＣ７を使用して、センサＣ４およびＣ５を用いて昇順で、またはセンサ
Ｃ６およびＣ７を用いて降順で、住所録の名前をスクロールする。編集モードでは、セン
サＣ４からＣ７を用いると、メモ、住所、またはダイアリ内の予約／ミーティングを編集
するために文字の組を選択でき、編集されたメッセージ内でカーソルを移動することがで
きる。
【００３３】
ガラスまたはガラスぶた４での文字のこの分布を用いると、特定のオペレーション・ガイ
ダンスを調べる必要なしに、ダイアリ機能のさまざまな命令を簡単かつ直観的に実行でき
るようになる。
【００３４】
マイクロプロセッサ・ユニット１４内で、たとえばＥＥＰＲＯＭ型の、図示されない不揮
発性メモリを使用して、接触感知センサを使用して入力されたデータの記録のすべてを保
管することができる。前記ユニットのマイクロプロセッサは、たとえば、スイス国のＥＭ
　Ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ－Ｍａｒｉｎ　ＳＡ社によって製造される８ビットＰ
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ＵＮＣＨマイクロプロセッサとすることができる。
【００３５】
短距離の高周波信号送信および／または受信手段も、ダイアリ・ウォッチ１内に設けられ
る。これには、プリント回路基板１６に固定されたＲＦモジュール１８と、コネクタ１９
によってＲＦモジュール１８に接続されるアンテナ２が含まれる。たとえば図示されてい
ないコンピュータ・ステーションまたは別の腕時計との間で、２進データ信号の両方向伝
送のために通信を行うことができる。腕時計のケースは、この実施形態では金属材料から
作られるので、アンテナ２は、文字盤８の周辺でその下に置かれることが好ましい。たと
えば、４３３．９ＭＨｚのＩＳＮ周波数帯について、アンテナは、単一の円形のターンか
ら形成される。このターンによって、腕時計の所与の空間内で可能な最大の利得を有する
ために最大の可能な直径を有する円の一部が形成される。しかし、アンテナは、より大き
い寸法とし、高周波信号の選択された周波数に適合させることができる。この搬送波周波
数は、たとえば２．４５ＧＨｚ程度の周波数までを選択することができる。
【００３６】
アイコン１３が、腕時計の文字盤８の各液晶ディスプレイの周囲に配置され、メニュー、
実行されるオペレーションまたはプログラミングを表している。少なくとも１つのディス
プレイ５および６に表示される少なくとも１つのポインタ１２が、マイクロプロセッサ・
ユニット１４によって制御されて、アイコンの１つを指定する。したがって、ユーザは、
どのオペレーション、どのメニュー、またはどのプログラミングが、実行されているかま
たは選択されているかを直接に観察することができる。アイコンは、たとえば、データ機
密性、編集モード、アラーム、電池の状態、メモ・メニュー、住所メニュー、ダイアリ・
メニュー、送信メニュー、設定メニュー、編集、データ入力の取消、データ削除、文字挿
入、文字削除のオペレーション、または文字の組（大文字、小文字、数字、記号、または
アクセント）を決めることができる。図１では、ディスプレイ６の３つのポインタが、デ
ータ機密性、編集モード、および選択されたダイアリ・メニューを示し、ディスプレイ５
の１つのポインタが、テキストを書くためにセンサＣ４またはＣ６によって選択される文
字のセットを示している。
【００３７】
エネルギー源の消費を減らすために、センサＣ１からＣ７ならびに液晶ディスプレイ５お
よび６とマイクロプロセッサ・ユニット１４の一部は、ダイアリ機能がアクティブにされ
ていない時には停止モードまたはスタンバイ・モードになる。このスタンバイ・モードで
は、ダイアリ・ウォッチが、時間関連の情報だけを供給し、センサはインアクティブのま
まになる。
【００３８】
中央部分３に配置された押しボタン９を用いると、ダイアリ機能をオンに切り替えるか再
初期化することができる。このオペレーション・モードでは、針７が、モータ１７によっ
て駆動されて、各ディスプレイ上のデータの表示ならびに各センサのオペレーションを妨
げない位置を占める。第１の針は、９時の表示に近い位置を占めることができ、第２の針
は、３時の表示に近い位置を占めることができる。ダイアリ機能がもはや使用されなくな
った時に、たとえば、決定されたインアクティブの期間の後に、ダイアリ機能をアクティ
ブから解除する。この瞬間から、針７が、この技術分野の当業者に周知の形で、時刻を示
す位置に戻される。
【００３９】
決められた時間の間のセンサＣ１からＣ７の少なくとも１つの上でのアクションによって
ダイアリ機能をオンに切り替えることも考えることができる。しかし、特定の湿気のある
雰囲気では、センサが、腕時計１のガラスぶた４上の水の存在によって連続的にアクティ
ブにされる可能性が高い。その結果、浪費的なエネルギー消費が、電池または蓄電池をよ
り早く使い果たす可能性が高い。
【００４０】
電子ダイアリ・ウォッチは、普通のＰＤＡタイプのオーガナイザになぞらえることができ
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る。しかし、簡単に操作されるセンサの少ない数が、ダイアリ・ウォッチの美的外見を損
なわずに、オーガナイザなどのそれに関してかなりの利益を提供する。たとえば、マイク
ロプロセッサ・ユニットのメモリに、１９２０個のメモ記録、または２１００個のダイア
リ記録、または３３３個の住所記録を、平均１２文字を有する完全なフィールドを用いて
構成し、保管することができる。異なるタイプの記録について、メモリに、たとえば１０
０個のメモ記録、１０００個のダイアリ記録、および１６０個の住所記録を保管すること
ができ、これは、そのようなダイアリ・ウォッチとしてはかなりの量である。
【００４１】
もちろん、ダイアリ・ウォッチの容量センサを、異なる形で、具体的には、記載されない
他の機能の実行のためにマイクロプロセッサ・ユニット１４によって構成できることは明
白である。さらに、センサは、ガラスぶたの外面に感知パッドを配置され、マイクロプロ
セッサ・ユニットへの絶縁された接続ワイヤを有する抵抗型とすることもできる。しかし
、これらのパッドは、ユーザの指によるガラスぶたへの複数の接触に従ってすばやく摩耗
する可能性が高い。
【００４２】
センサをアクティブにする信号の処理に関する補足的な技術的詳細については、参照によ
って引用される欧州特許文書ＥＰ－０８３８７３７を参照されたい。
【００４３】
本発明による制御方法の異なるステップを、これから図３から８を参照して説明する。
【００４４】
図３に、本発明による制御方法の第１の一連のステップを示す。この第１の一連のステッ
プでは、ダイアリ機能が押しボタン９でのアクションを介して動作中である時に、さまざ
まなメニューが液晶ディスプレイに表示される。
【００４５】
スタンバイ・モードでは、ステップ１００で、センサが、インアクティブ状態であり、液
晶ディスプレイには一切データが表示されない。ステップ１０１で、圧力が押しボタン９
に印加されるとすぐに、最初のＡｓｕｌａｂメニューが液晶ディスプレイに表示される。
３時および９時の表示の上に配置される液晶ディスプレイに、「Ｍｅｎｕ」が表示され、
３時および９時の表示の下に配置される液晶ディスプレイに、「Ａｓｕｌａｂ」が表示さ
れることが好ましい。もちろん、単一のディスプレイを、ダイアリ・ウォッチ内で使用す
ることもでき、このデータをたとえば複数の行に表示することができることは明白である
。
【００４６】
以下の説明では、図３から８の流れ図のそれぞれの、角を落とされ、さまざまなデータを
含む枠が、液晶ディスプレイに表示できるものの例を示すことに留意されたい。説明を単
純にするために、以下の説明では、調べられるか編集されるデータの表示に関してのみ上
ディスプレイおよび下ディスプレイに言及する。
【００４７】
センサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、ダイアリ機能のすべての
メニューを昇順で表示することができる。ユーザの指によるセンサＣ４またはＣ５の１つ
の連続的なアクティブ化のそれぞれで、Ｎｏｔｅｓ（メモ）メニュー１０２、Ａｄｄｒｅ
ｓｓｅｓ（住所）メニュー１０３、Ｄｉａｒｙ（ダイアリ）メニュー１０４、Ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ（送信）メニュー１０５、およびＳｅｔｔｉｎｇｓ（設定）メニュー１０
６が、Ａｓｕｌａｂメニュー１０１に続いて液晶ディスプレイに表示される。これらの異
なるメニューは、図３の矢印の向きによって示されるように、センサＣ６またはＣ７の１
つの連続的なアクティブ化によって、降順で前記ディスプレイに表示することができる。
【００４８】
メニュー１０２、１０３、１０４、１０５、および１０６の１つが前記ディスプレイに表
示される時に、確認センサＣ１をアクティブにすることによって表示されたメニューを選
択することが可能である。これによって、選択されたメニューに保管されたデータ１０７
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から１１１が調べられるか、新しいデータが選択されたメニューで編集できるようになる
。
【００４９】
このダイアリ・ウォッチには、短距離の高周波信号送信および／または受信手段が含まれ
るので、Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎメニュー１０５が示されている時に、センサＣ１をア
クティブにすることによって、Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎメニューが選択される１１０。
この瞬間に、センサは、コンピュータ・ステーションまたは別の腕時計に通信されるダイ
アリ・データの送信が成功または失敗するまで、インアクティブになる。確認センサＣ１
を、決められた時間の間だけアクティブにすることによって、このＴｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎメニューに入るようにすることもできる。
【００５０】
メニュー選択が、センサＣ１によって行われた時に、押しボタン９をアクティブにするこ
とによって、Ａｓｕｌａｂメニューの初期表示位置に戻ることも可能である。さらに、ダ
イアリ機能のオペレーションがない場合に、マイクロプロセッサ・ユニットが、決定され
たインアクティビティの期間の後に、自動的に停止するようにダイアリ機能を制御する。
ダイアリ機能の停止によって、センサがインアクティブになり、通常は、液晶ディスプレ
イによって情報が表示されなくなる。
【００５１】
図４に、本発明による制御方法のテキストの編集または修正５０のステップを示す。
【００５２】
選択されたＮｏｔｅｓメニュー、Ａｄｄｒｅｓｓｅｓメニュー、Ｄｉａｒｙメニュー、お
よびＳｅｔｔｉｎｇｓメニューで、テキストを書くか修正することができる。これを行う
ためには、このテキスト編集モードに入るために、決められた時間の間、たとえば２秒間
、確認センサＣ１をアクティブにすることが必要である。図３から８では、センサＣ１の
長いアクティブ化が、符号Ｃ１ｌｏｎｇによって表される。
【００５３】
テキストの編集について図４に示された例は、選択されたＮｏｔｅｓメニューのタイトル
の編集に関する。もちろん、説明されるオペレーションは、テキストの編集に関して他の
選択されたメニューのそれぞれで類似する。この図の説明では、この編集モードで、各セ
ンサが、異なる特定の機能を実行するように構成されることに留意されたい。
【００５４】
第１ステップ５１でアクティブにされる編集モードでは、上ディスプレイに表示ＴＩＴＬ
Ｅ（タイトル）が表示され、下ディスプレイにドラフト・テキストａＢ１＋が表示される
。編集モードの初期構成によれば、大文字の英数文字が、大文字アイコンに向けられた下
ディスプレイのポインタによって指定される。さらに、カーソルが、メッセージの最初の
文字に位置決めされる。
【００５５】
センサＣ４およびＣ６を用いると、図４の矢印の向きによって示されるように、文字の組
（大文字、小文字、数字、記号、およびアクセント）を、センサＣ４については昇順、セ
ンサＣ６については降順で選択することができる。図４からわかるように、センサＣ４を
連続的にアクティブにすることによって、大文字の英数字文字５１から、小文字の英数字
文字５２、数字５３、記号５４、およびアクセント５５に連続的に移る。アクセント５５
を選択した後に、センサＣ４のアクションによって、少なくとも１つの文字挿入位置５６
が選択される。このステップ５６では、センサＣ２のアクティブ化によって、文字を挿入
するスペースが追加される。スペースは、それぞれ、カーソル・バー６６によって示され
る。このステップ５６で、センサＣ３をアクティブにすると、追加されたスペースまたは
文字がタイトルから削除される。
【００５６】
ステップ５６から、センサＣ４でのアクションによって、キャンセル位置５７に移り、最
終的に、大文字の文字５１の初期位置に戻る。キャンセル位置では、確認センサＣ１での



(13) JP 4361726 B2 2009.11.11

10

20

30

40

50

アクションによって、テキストの編集が取り消されて、編集モードから初期の調査モード
に移る。
【００５７】
文字選択の各組の後に、確認センサＣ１をアクティブにすることによって、構成されたテ
キストの行を保管することができる。
【００５８】
カーソル表示６６の位置での文字選択候補選択ステップ６１について、選択された大文字
が、この例ではセンサＣ２およびＣ３でのアクションを介してスクロールされる。センサ
Ｃ２の最初の短いアクティブ化の開始時に、アルファベットの最初の大文字の文字６７が
、下ディスプレイに表示される。しかし、センサＣ３が、センサＣ２の代わりに開始時に
短くアクティブ化される場合には、アルファベットの最後の大文字が表示される。センサ
Ｃ２でのアクションによって、英数字文字が昇順でスクロールされ、センサＣ３でのアク
ションによって、英数字文字が降順でスクロールされる。ステップ５８でセンサＣ２をア
クティブにすることによって、まずステップ５９で文字Ｂが得られ、その後、ステップ６
０で文字Ｃが得られる。もちろん、センサＣ２が、まだアクティブ化されている場合には
、アルファベットが、昇順でＡからＺへ通り過ぎる。センサＣ２を連続的にアクティブ化
された状態に保つことによって、大文字のスクロール速度を、前記センサＣ２を短く連続
的にアクティブにすることによる文字スクロール速度より高くすることができる。同一の
ことが、文字がアクティブ化されてアルファベットの文字が降順でＺからＡへスクロール
する場合に、センサＣ３についてもあてはまる。
【００５９】
センサＣ２でのアクションによって、昇順の文字のスクロールを中断し、図４の矢印の向
きによって示されているように、センサＣ３でのアクションによって降順で文字をスクロ
ールされることができ、その逆も可能であることに留意されたい。
【００６０】
編集されるか修正されるテキストでのカーソル６６の移動のステップについて、センサＣ
５およびＣ７が使用される。開始時に、カーソル６６は、編集または修正される最初の文
字の位置に位置決めされる。センサＣ５をアクティブにすることによって、カーソルが、
ステップ６３からステップ６５へ右向きに移動し、センサＣ７をアクティブにすることに
よって、カーソルが、ステップ６５からステップ６３へ左向きに、最初の位置まで移動す
る。
【００６１】
テキストを起草した時に、確認センサＣ１をアクティブにして、編集されたデータを保管
し、調査モードで選択されたメニューに戻ることができる。
【００６２】
データ・フィールドに、この好ましいモードに関して、たとえば英数字タイプの６３文字
までを含めることができるが、各ディスプレイに１２文字だけを表示することができるこ
とに留意されたい。したがって、起草されたメッセージは、その全体を読めるようにする
ために、ディスプレイ上でスクロールする。
【００６３】
図５に、本発明による、選択されたメニューＳｅｔｔｉｎｇｓ１１１でのデータおよび／
またはパラメータの調査または入力の制御方法のさまざまなステップを示す。
【００６４】
Ｓｅｔｔｉｎｇｓメニュー１１１が選択された時に、液晶ディスプレイに、まず、ステッ
プ１１２で現在時刻が表示され、この時刻は、たとえば針によって示される時刻に対応し
て腕時計の計時回路から発する。メニューのさまざまなデータまたはパラメータを調べる
このモードでは、センサＣ４およびＣ５の第１グループのセンサの１つをアクティブにし
て、さまざまなデータまたはパラメータを、昇順または決定された方向で調べることがで
きる。センサＣ６およびＣ７の第２グループのセンサの１つをアクティブにして、降順ま
たは反対の方向で前記データまたは前記パラメータを調べることができる。センサＣ２お
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よびＣ３のアクティブ化は、このＳｅｔｔｉｎｇｓメニュー調査モードでは効果を有しな
い。
【００６５】
ステップ１１２で現在時刻表示からセンサＣ４またはＣ５の１つを連続的にアクティブに
することによって、液晶ディスプレイに、年代順で、現在の日付１２１、少なくとも１つ
のアラーム時刻１２３、音楽データ１２５、プログラムされた言語１２７、針同期オペレ
ーション１２９、使用されているメモリの表示１３１、機密性コード１３３、および最終
リターン・ステップ１３５が表示される。もちろん、センサＣ４またはＣ５の１つをアク
ティブにする代わりに、センサＣ６またはＣ７の１つを連続的にアクティブにすることに
よって、反対の方向でこのメニューからデータを調べることが可能である。このメニュー
の各調査位置を接続する矢印は、アクティブにされるセンサＣ４、Ｃ５またはＣ６、Ｃ７
の機能としての調査の向きを示す。これらの異なるステップへの移動も、センサＣ４また
はＣ５の１つあるいはセンサＣ６またはＣ７の１つをアクティブにされたままに保つこと
によって達成することができる。
【００６６】
パラメータの編集または設定の例として、表示される時刻を訂正する方法を以下で説明す
る。ステップ１１２で決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによっ
て、時刻編集または設定モード１１３に入る。ステップ１１４で、下ディスプレイに、最
初の時間を示す数字が点滅している、訂正される時刻１０：３０が表示される。ステップ
１１４で、センサＣ２が短くアクティブにされる場合に、時間の数字が１単位だけ増分さ
れて、ステップ１１５で１１：３０が示される。逆に、ステップ１１４でセンサＣ３が短
くアクティブにされる場合には、時間の数字が、１単位だけ減分されて、ステップ１１６
で９：３０が示される。もちろん、センサＣ２を短くアクティブにして時間の数字を１単
位だけ増分することによってステップ１１６からステップ１１４に移ること、またはセン
サＣ３を短くアクティブにして時間の数字を１単位だけ減分してステップ１１５からステ
ップ１１４に移ることも可能である。
【００６７】
センサＣ２が、複数回短くアクティブにされる場合には、時間の数字が、センサＣ２のア
クティブ化の回数に対応する単位数だけ増分される。前記センサＣ２をアクティブにされ
たままに保って、時間の数字を昇順で決定された速度でスクロールさせて、所望の構成に
応じて０時と１２時の間でまたは０時と２４時の間で時間を訂正することもできる。同様
に、センサＣ３が、複数回短くアクティブにされる場合に、時間の数字が、センサＣ３の
アクティブ化の回数に対応する単位数だけ減分される。センサＣ３を、センサＣ２のよう
にアクティブのままにして、決定された速度で降順で時間の数字をスクロールさせること
ができる。
【００６８】
ステップ１４４で表示される時刻の分を訂正するためには、センサＣ４またはＣ５の１つ
をアクティブにして、点滅する分の数字がステップ１１７で下ディスプレイに表示される
ようにしなければならない。逆のオペレーションも、センサＣ６またはＣ７の１つをアク
ティブにして、ステップ１１７からステップ１１４に移ることによって達成することがで
きる。前と同様に、ステップ１１７でセンサＣ２を短くアクティブにすることによって、
分の数字が１単位だけ増分されて、ステップ１１８で１０：３１が表示される。逆に、ス
テップ１１７でセンサＣ３を短くアクティブにすることによって、分の数字が１単位だけ
減分されて、ステップ１１９で１０：２９が表示される。もちろん、センサＣ２を短くア
クティブにして分の数字を１単位だけ増分することによってステップ１１９からステップ
１１７に進むこと、またはセンサＣ３を短くアクティブにして分の数字を１単位だけ減分
することによってステップ１１８からステップ１１７に進むことも可能である。
【００６９】
センサＣ２が、特にステップ１１７から、複数回短くアクティブにされる場合に、分の数
字が、センサＣ２のアクティブ化の回数に対応する単位数だけ増分される。前記センサＣ
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２をアクティブに保って、０分と５９分の間で分を訂正するために、決定された速度で昇
順に分の数字をスクロールすることもできる。同様に、センサＣ３が、特にステップ１１
７から、複数回短くアクティブにされる場合に、分の数字が、センサＣ３のアクティブ化
の回数に対応する単位数だけ減分される。前記センサＣ３を、センサＣ２のようにアクテ
ィブに保って、決定された速度で降順に分の数字をスクロールすることができる。
【００７０】
腕時計の時刻を訂正した時に、確認センサＣ１をアクティブにすることによって、ステッ
プ１２０で、その時刻が保管され、腕時計ムーブメントの針が同期化される。ステップ１
２０から、現在時刻表示ステップ１１２に戻る。
【００７１】
ステップ１２１で日付も修正することができる。確認センサＣ１を決められた時間の間だ
けアクティブにすることによって、ステップ１２２の日付編集モードに入る。日付訂正ス
テップまたは日付修正ステップのすべてを詳細に説明はしないが、これらは、表示された
時刻を訂正する、前に説明したものと同一の原理に基づく。日付を訂正した後に、確認セ
ンサＣ１をアクティブにして、訂正された日付を保管し、ステップ１２１に戻る。
【００７２】
ステップ１２３の少なくとも１つのアラーム時刻も、プログラムすることができる。確認
センサＣ１を決められた時間の間だけアクティブにすることによって、ステップ１２４の
アラーム機能編集モードに入る。このアラーム時刻の設定またはプログラムも、本明細書
で詳細には説明しない。というのは、この設定が、表示される時刻の訂正について前に説
明したセンサＣ２またはＣ７のアクティブ化の同一の原理に基づくからである。プログラ
ムされたアラーム時刻の有効化は、センサＣ１をアクティブにすることによって達成され
る。
【００７３】
ステップ１２５で、センサＣ１を決められた時間の間だけアクティブにすると、ステップ
１２６の、たとえば少なくとも１つのアラーム用あるいはミーティングまたは予約を示す
望みの音楽設定モードに移る。この設定モードでは、センサＣ２またはＣ３をアクティブ
にすることによって、メロディを選択できる。複数の、たとえば４つの、選択されるメロ
ディは、マイクロプロセッサ・ユニットに保管されている。これらは、それぞれ、ステッ
プ１２６での選択中またはセンサＣ１のアクティブ化に続く保管の後に、下ディスプレイ
に表示されるタイトルによって指定される。
【００７４】
ステップ１２７で、決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによって
、ステップ１２８の所望の言語設定モードに入って、たとえば記録の各オブジェクトを所
望の言語に指定することができる。この設定モードでは、センサＣ２またはＣ３をアクテ
ィブにすることによって、言語を選択できるようになる。選択される複数の言語、たとえ
ば少なくとも５つの言語が、マイクロプロセッサ・ユニットに保管される。これらは、そ
れぞれ、ステップ１２８での選択中またはセンサＣ１のアクティブ化に続く保管の後に、
下ディスプレイに示される。
【００７５】
ステップ１２９で、決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによって
、ステップ１３０の針位置設定モードに入ることができる。針は、たとえばセンサＣ２ま
たはＣ３の１つをアクティブにすることによって設定され、このセンサのアクティブ化に
よって、下ディスプレイに表示される１２時など、基準位置に針を移動する作業が行われ
る。センサＣ２をアクティブにすることによって、分針を時計回りに移動させることがで
き、センサＣ３をアクティブにすることによって、分針を反時計回りに移動させることが
できる。針が、センサＣ２およびＣ３での手のアクションによって基準位置に戻された時
に、センサＣ１をアクティブにすると、針を、訂正された時刻を示す位置に戻すことがで
きる。センサＣ４またはＣ５、あるいはセンサＣ６またはＣ７をアクティブにすることに
よって、時間を訂正することができる。それぞれのアクティブ化で、時間が、センサＣ４
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またはＣ５の１つについて時計回りに、また、センサＣ６またはＣ７の１つについて反時
計回りに訂正される。
【００７６】
ステップ１３１で、決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによって
、ステップ１３２で、ある数の保管された記録を含むメモリ・プレースの自動管理を行え
るようになる。管理が完了した時に、ステップ１３１に戻る。
【００７７】
ステップ１３３で、決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによって
、ステップ１３４の機密コード編集モードに入ることができる。この編集モードでは、図
４に関して説明したコード名を記述することができる。ステップ１３４で入力されるコー
ドの終りに、センサＣ１をアクティブにすることによって、機密コードが保管され、ステ
ップ１３３に進む。
【００７８】
最後に、ステップ１３５でセンサＣ１をアクティブにすることによって、ダイアリ機能の
初期位置１０１に戻る。
【００７９】
図６に、選択されたＮｏｔｅｓメニュー１０７でのデータの調査、入力、修正、または削
除の、本発明による制御方法の異なるステップを示す。
【００８０】
Ｎｏｔｅｓメニュー１０７が選択された時に、最初のメモは、ステップ１４０で既に液晶
ディスプレイに保管されている。起草されたメモのタイトルが、上ディスプレイに表示さ
れ、起草されたメモのテキストが、下ディスプレイに表示される。既に保管されたすべて
のメモを、センサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、年代順に調べ
ることができる。センサＣ６またはＣ７の１つをアクティブにすることによって、これら
の保管されたメモを逆の順序で調べることができる。もちろん、メモが前に起草されてい
ない場合には、Ｎｏｔｅｓメニュー１０７の選択によって、ステップ１４１が直接に表示
される。
【００８１】
ステップ１４０でセンサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、ステッ
プ１４１に移る。このステップでは、決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブに
することによって、新しいメモの実行を注文することができる。上ディスプレイに表示さ
れるメモのタイトルをまず起草しなければならず、その後、センサＣ１のアクティブ化の
後に、メモのテキストを起草しなければならない。このテキストは、メモの保管の後に下
ディスプレイに表示される。
【００８２】
センサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、ステップ１４１から最終
ステップ１４２に進むことができる。この最終ステップ１４２では、センサＣ１でのアク
ションによって、ダイアリ機能の初期位置１０１にリターンする。最後に、ステップ１４
２から、センサＣ４またはＣ５の１つでのアクションによって、保管された最初のメモの
ステップ１４０に進む。
【００８３】
ステップ１４０で保管されたメモを、修正することができる。決められた時間の間だけセ
ンサＣ１をアクティブにすることによって、メモ編集モードまたはメモ修正モードのステ
ップ１４３に進む。ステップ１４３からセンサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにする
ことによって、ステップ１４５に進む。このステップ１４５で、センサＣ１でのアクショ
ンによって、保管されたメモが削除され、Ｎｏｔｅｓメニューの新規の最初の調査位置に
リターンする。このステップ１４５から、ステップ１４３へのリターンは、センサＣ６ま
たはＣ７の１つをアクティブにすることによって達成することができる。センサＣ６また
はＣ７の１つでのもう１つのアクションによって、ステップ１４３からステップ１４４に
進み、ステップ１４４は、エスケープ位置である。このステップ１４４で、センサＣ１で
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のアクションによって、メモを修正せずにステップ１４０の初期位置にリターンする。ス
テップ１４４から、ステップ１４３へのリターンは、センサＣ４またはＣ５の１つをアク
ティブにすることによって達成することができる。
【００８４】
前に保管されメモを修正することを選択するにあたって、ステップ１４３でセンサＣ１を
アクティブにしなければならない。この瞬間から、ステップ１４６で、カーソルが、メモ
のタイトルの最初の文字の下に置かれる。タイトルの修正は、図４に関して前に説明した
ように実施することができる。
【００８５】
タイトルを修正した時に、センサＣ１でのアクションによって、メモのテキストを修正す
るステップ１４７に進む。前と同様に、カーソルが、メモのテキストの最初の文字の下に
置かれる。テキストの修正は、図４に関して前に説明したように達成することができる。
【００８６】
ステップ１４７でメモのテキストを修正した後に、センサＣ１でのアクションによって、
ステップ１４８または１４９に進んで、起草されたメモの機密性を選択する。センサＣ２
またはＣ３でのアクションによって、メモを機密にしなければならないか否かを選択する
ことができる。最後に、このステップの後に、センサＣ１をアクティブにして、ステップ
１５０で修正されたメモを保管し、最初のステップ１４０に戻ることができる。
【００８７】
図７に、選択されたＡｄｄｒｅｓｓｅｓメニュー１０８のデータの調査、入力、修正、ま
たは削除の、本発明による制御方法の異なるステップを示す。
【００８８】
Ａｄｄｒｅｓｓｅｓメニュー１０８が選択されると、ステップ１６０で、保管された最初
の住所の姓とファースト・ネームが液晶ディスプレイに表示される。住所録は、マイクロ
プロセッサ・ユニット内でアルファベット順によって管理され、保管される。既に住所録
に保管されたすべての住所記録を個別に調べることができる。
【００８９】
センサＣ２、Ｃ４、またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、既に保管された
姓とファースト・ネームのＡからＺへのアルファベット順で、ステップ１６０からステッ
プ１６３まで住所録を調べることができる。センサＣ３、Ｃ６、またはＣ７の１つをアク
ティブにすることによって、住所録を逆のＺからＡへの順で進む。
【００９０】
複数の住所記録の姓が、アルファベットの同一の文字から始まる場合に、センサＣ２また
はセンサＣ３でのアクションによって、それぞれ、アルファベットのその文字の次の文字
または前の文字に直接に移る。逆に、センサＣ４からＣ７でのアクションによって、セン
サＣ４およびＣ５では昇順、センサＣ６およびＣ７では降順で、アルファベットの同一の
文字のすべての姓を進むことができる。
【００９１】
最後の保管された住所のステップ１６３から、センサＣ２、Ｃ４、またはＣ５の１つをア
クティブにすることによって、ステップ１６４に進む。ステップ１６４では、保管される
新しい住所のすべてのデータを入力するために、決められた時間の間だけセンサＣ１をア
クティブにすることによって、ステップ１６６の住所編集モードに入ることができる。ス
テップ１６４からステップ１６３へのリターンは、センサＣ３、Ｃ６、またはＣ７の１つ
をアクティブにすることによって達成することができる。
【００９２】
ステップ１６４からセンサＣ２、Ｃ４、またはＣ５の１つをアクティブにすることによっ
て、あるいはステップ１６０からセンサＣ３、Ｃ６、またはＣ７の１つをアクティブにす
ることによって、最終ステップ１６５に移り、このステップ１６５から、センサＣ１での
アクションを介してダイアリ機能の初期位置１０１に戻ることができる。
【００９３】
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たとえばステップ１６０の最初の住所などの特定の住所のすべての保管されたデータを調
べるために、センサＣ１を短くアクティブにして、ステップ１６７に移る。センサＣ１を
決められた時間だけ長くアクティブにすることによって、前に保管された住所データに修
正を加えることができる住所編集モードに入る。新しい住所または修正される住所のすべ
てのデータを入力する形に関して、説明は、既に図４に関して行った。しかし、編集され
たまたは修正された住所フィールドのそれぞれの後に、センサＣ１をアクティブにして、
次のフィールドに進むことが必要である。最後の編集されるか修正されるフィールドの後
に、センサＣ１をアクティブにすることによって、すべてのデータが保管され、たとえば
ステップ１６０の初期位置に戻る。
【００９４】
ステップ１６７から、保管されたデータ・フィールドのすべてを、センサＣ４またはＣ５
の１つをアクティブにしてこのステップ１６７のデータをステップ１８０で昇順で表示す
ることによって調べることができる。データ・フィードは、センサＣ６またはＣ７の１つ
をアクティブにすることによって、たとえばステップ１８０からステップ１６７へ、降順
で調べることもできる。各住所記録の異なるフィールドは、姓１６７、ファースト・ネー
ム１６８、番地１６９、都市１７０、国１７１、たとえば３種類の電話番号１７２から１
７４、電子メール・アドレス１７５、コメント１７６および１７７、人の肩書１７８、職
業１７９、および会社１８０に関する。
【００９５】
ステップ１８０でセンサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、または
ステップ１６７でセンサＣ６またはＣ７の１つをアクティブにすることによって、最終ス
テップ１８１に進む。この最終ステップ１８１でセンサＣ１をアクティブにすることによ
って、初期位置１６０に戻る。
【００９６】
図８に、選択されたＤｉａｒｙメニュー１０９のデータの調査、入力、修正、または削除
の、本発明による制御方法の異なるステップを示す。このメニューでは、複数のミーティ
ングまたは予約を、日、月、および年を定義するカレンダに従って保管することができる
。保管されたミーティングまたは予約を合図するために、腕時計のユーザに、たとえばＳ
ｅｔｔｉｎｇｓメニューでプログラムされたメロディの１つを使用して、音響信号を与え
ることができる。ミーティングの表示は、光信号を使用するか腕時計ケースの振動を使用
して、異なる形で与えることができる。
【００９７】
Ｄｉａｒｙメニュー１０９を選択した時に、上ディスプレイに現在の日付の表示を表示し
、下ディスプレイにステップ２００で既に保管されているミーティングの数を示すステッ
プ２００に進む。ステップ２００でセンサＣ４、Ｃ５の１つを短くアクティブにすること
によって、ステップ２１０で次の日に進む。センサＣ４、Ｃ５の１つを複数回アクティブ
にすることによって、またはそれらをアクティブのままに保つことによって、日付が、決
定された速度で昇順にスクロールする。一方、センサＣ６、Ｃ７の１つをアクティブにす
るかアクティブのままに保つことによって、日付が、決定された速度で降順にスクロール
する。ステップ２００からステップ２０２に進むためには、センサＣ６またはＣ７の１つ
を１回短くアクティブにしなければならない。
【００９８】
昇順または降順で日付を変更するために、それぞれセンサＣ２またはセンサＣ３をアクテ
ィブにしなければならない。たとえば、ステップ２００から、次の月に対応するステップ
２０３に移るには、センサＣ２を短くアクティブにしなければならない。ステップ２０３
からステップ２００に移るには、センサＣ３を短くアクティブにしなければならない。
【００９９】
特定の日付に位置決めされることによって、前に保管されたミーティングおよび予約を調
べることができる。たとえば、ステップ２０１でセンサＣ１を短くアクティブにすること
によって、最初の保管されたミーティングを示すステップ２０４に進む。複数のミーティ
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ングを、このステップ２０４から、センサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすること
によって昇順で、あるいはセンサＣ６またはＣ７の１つをアクティブにすることによって
降順で調べることができる。この例では、単一のミーティングが保管されている。
【０１００】
ステップ２０４でセンサＣ６またはＣ７の１つをアクティブにすることによって、最終ス
テップ２０５に進み、このステップから、センサＣ１をアクティブにすることによって初
期ステップ２０１に戻ることができる。ステップ２０４でセンサＣ４またはＣ５の１つを
アクティブにすることによって、新しいミーティングの入力を提案するステップ２０６に
移る。
【０１０１】
ステップ２０６で決められた時間の間だけセンサＣ１をアクティブにすることによって、
新しいミーティング編集モードに入り、ここで、ステップ２０７で、最初のフィールドの
ミーティングの開始時刻をプログラムすることになる。ステップ２０８で、前もって決め
られた時刻を下ディスプレイに表示させる。図５に関して説明したように、時間のプログ
ラムは、センサＣ２からＣ７を使用して達成することができる。ステップ２０８でセンサ
Ｃ２をアクティブにすることによって、時間の数字が１単位だけ増分されて、ステップ２
０９に移る。逆のオペレーションは、センサＣ３をアクティブにすることによって達成さ
れる。ステップ２０８でセンサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、
分をプログラムするステップ２１０に移る。したがって、ステップ２１０でセンサＣ２を
アクティブにすることによって、分の数字が１単位だけ増分されて、ステップ２１１に移
る。逆のオペレーションは、ステップ２１１でセンサＣ３をアクティブにすることによっ
て達成される。
【０１０２】
開始時刻を選択した時に、センサＣ１をアクティブにして、ダイアリ記録の第２フィール
ドの、ステップ２１２のミーティングの終了時刻のプログラムに移る。前に述べたように
、予め決められた時刻をステップ２１３で下ディスプレイに表示させる。この時刻の最初
は、通常は、保管された開始時刻に対応する。ステップ２１３でセンサＣ２をアクティブ
にすることによって、時間の数字が１単位だけ増分されて、ステップ２１４に移る。逆の
オペレーションは、センサＣ３をアクティブにすることによって達成される。ステップ２
１３でセンサＣ４またはＣ５の１つをアクティブにすることによって、分をプログラムす
るステップ２１５に移る。したがって、ステップ２１５でセンサＣ２をアクティブにする
ことによって、分の数字が１単位だけ増分されてステップ２１６に移る。逆のオペレーシ
ョンは、ステップ２１６でセンサＣ３をアクティブにすることによって達成される。
【０１０３】
ミーティングの終了の時刻を固定した後に、センサＣ１をアクティブにして、ステップ２
１７に移り、ダイアリ記録の少なくとも第３フィールドでミーティング情報テキストを起
草することができる。テキストを起草する同一のオペレーションは、前に図４に関して説
明した。
【０１０４】
テキストを起草した後に、ステップ２１８および２１９でミーティングの機密性を選択す
るために、センサＣ１をアクティブにする。センサＣ２またはＣ３でのアクションによっ
て、メモを機密にするか否かを選択することができる。センサＣ１をアクティブにするこ
のステップの後に、ステップ２２０でミーティングを保管し、初期位置２０１に戻ること
ができる。
【０１０５】
上で示した説明から、電子腕時計の機能を実行する制御方法の複数の変形形態を請求項に
よって定義される本発明の範囲から逸脱せずに、当業者が考案することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による方法を実施するために提供される電子アナログ時間表示腕時計の平
面図である。
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【図２】図１に示された腕時計の６時－１２時の線に沿った横断面図である。
【図３】本発明による、ダイアリ機能の異なるメニューを表示し、選択する方法のステッ
プの流れ図である。
【図４】腕時計の接触感知パッドを使用するテキストの編集の方法の異なるステップの流
れ図である。
【図５】ダイアリ・ウォッチのパラメータの表示、入力、修正、または削除の、本発明に
よる方法のステップの流れ図である。
【図６】選択されたメモ・メニューのデータの表示、入力、修正、または削除の、本発明
による方法のステップの流れ図である。
【図７】選択された住所メニューのデータの表示、入力、修正、または削除の、本発明に
よる方法のステップの流れ図である。
【図８】選択されたダイアリ・メニューのデータの表示、入力、修正、または削除の、本
発明による方法のステップの流れ図である。
【符号の説明】
１００　ダイアリ停止
１０１　Ａｓｕｌａｂメニュー
１０２　Ｎｏｔｅｓ（メモ）メニュー
１０３　Ａｄｄｒｅｓｓｅｓ（住所）メニュー
１０４　Ｄｉａｒｙ（ダイアリ）メニュー
１０５　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ（送信）メニュー
１０７　Ｓｅｔｔｉｎｇｓ（設定）メニュー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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